
















































平成 12年度 2，400千円 O千円 え400千円
平成 13年度 500千円 O千円 500千円
平成 14年度 700千円 0千円 700千円
総計 3，600千円 O千円 3，600千円
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対し，U = 16m/sでは急激に少なくなり，Uロ 17m/sではブロッキングは全く発生しなく
なった.このことは，ブロッキング現象の出現は基本場に大きく依存していることを意味
している.
次に，モデルの積分結果に 10日の口一パスフィルターを施したものを長周期変動成分，
それ以外の成分を短周期変動成分と定義し，U = 14m/sで出現するブロッキング現象につ
いて，それぞれの変動成分がモデルで発生したブロッキング現象の生成過程にどのように
寄与しているかをPV方程式を用いて詳しく解析した.ここで，短周期変動成分の主要成
分は，渦度強制により与えた移動性擾乱である.この解析により，ブロッキングの生成時
10 
には長周期変動成分と短周期変動成分との相互作用を表現する項が卓越し，長周期変動成
分に伴う流れの場による短周期成分のPVの移流が増大することを契機として，ブロッキ
ングが移動性擾乱が持つ短い時間スケールで生成することが示された.
一方，時間変動する基本場における，移動性擾舌しに伴う eddystraining効果を定量的に
見積もるため，短周期変動成分に伴う渦度ブラックスの発散場にローパスフィルターを施
したものを強制力として与え， PV方程式を時間発展させた.その結果，時間積分の初期
値としてブロッキングオンセット 10日前， 5日前の長周期変動成分を与えた場合には，ブ
ロッキングは発生しないことが示された.一方，時間積分の初期値としてブロッキングオ
ンセット時の長周期変動成分を与えた場合には，ブロッキングは維持されることが示され
た.すなわち，移動性擾苦しに伴う eddystraining効果は，ブロッキングの形成には重要で
はないが，ブロッキング現象に伴って，明瞭な分流場が形成されると，ブロッキング現象
を維持するように機能し始める.これは， eddy straining効果の有効性が基本場の流れの
場に強く依存することを意味している.
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